
京
都
・
宇
治
市
の 

重
要
文
化
的
景
観 

  

甲
州
市
で
は
現
在
、
ふ
る
さ
と
の
良
好
な
景
観
を
後
世
に
伝

え
る
た
め
、
「
甲
州
市
景
観
計
画
」
を
策
定
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
景
観
計
画
を
策
定
す
る
に
当
た
り
、
ま
ち
歩
き
の
目
線

で
各
地
区
の
良
い
所
、
悪
い
所
を
探
し
、
計
画
に
活
か
す
た
め
、

「
ふ
る
さ
と
景
観
フ
ッ
ト
パ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
い
う
、
ま

ち
歩
き
の
事
業
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
昨
年
の
一
月
二
十
三
日

に
は
上
条
集
落
の
フ
ッ
ト
パ
ス
を
開
催
し
、
多
く
の
方
々
に
ご

参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
（
「
上
条
報
告
第
二
十
一
号
」
参
照
）
。

 

ふ
だ
ん
私
た
ち
が
生
活
の
中
で
目
に
す
る
風
景
は
、
ご
く
当

た
り
前
の
風
景
で
す
が
、
私
た
ち
で
は
な
い
第
三
者
が
見
た
と

き
、
意
外
な
感
動
を
伴
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
塩
山
地
域
で
い

え
ば
、
松
里
の
コ
ロ
ガ
キ
を
干
す
風
景
や
大
藤
・
神
金
の
モ

モ
・
ス
モ
モ
の
花
の
風
景
、
勝
沼
地
域
で
い
え
ば
、
傾
斜
地
い

っ
ぱ
い
に
広
が
る
ブ
ド
ウ
棚
の
風
景
な
ど
は
、
当
た
り
前
の
風

景
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
毎
年
多
く
の
方
が
こ
の
風
景
を
愛
で
に

訪
れ
て
い
ま
す
。 

 

甲
州
市
ら
し
い
風
景
（
景
観
）
を
保
存
し
て
い
く
こ
と
は
、

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
必
要
不
可
欠
な
こ
と
で
す
。
風
景

を
保
存
す
る
、
そ
の
一 

例
と
し
て
、
京
都
府
宇 

治
市
の
「
宇
治
の
文
化 

的
景
観
」
に
つ
い
て
研 

修
し
て
き
ま
し
た
。 

 

宇 治 川 に か か る 宇 治
橋。最初にかけられたの
は西暦 646 年のこと。 
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文
化
的
景
観
に
つ
い
て 

 

文
化
的
景
観
と
は
聞
き
な
れ
な
い
言
葉
で
す
が
、
平
成
十
六

年
の
文
化
財
保
護
法
改
正
で
新
た
に
登
場
し
た
文
化
財
で
す
。

 

ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
遺
産
のcultural landscape

が
語
源
で

す
が
、
わ
が
国
で
は
以
前
は
農
耕
作
の
風
景
を
名
勝
と
し
て
指

定
し
て
い
た
経
過
が
あ
り
、
長
野
県
千
曲
市
の
「
姨
捨
の
棚
田

（
田
毎
の
月
）
」
や
石
川
県
輪
島
市
の
「
輪
島
の
千
枚
田
」
が

よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

大
自
然
そ
の
も
の
が
対
象
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
自
然
が

作
り
出
し
た
景
観
に
人
間
が
関
与
し
た
景
観
を
い
い
ま
す
。
文

化
庁
で
は
そ
の
基
準
の
中
で
、
①
水
田
・
畑
地
な
ど
農
耕
に
関

す
る 

②
茅
野
・
牧
野
な
ど
採
草
・
放
牧
に
関
す
る 

③
用
材

林
・
防
災
林
な
ど
の
森
林
の
利
用
に
関
す
る 

④
養
殖
い
か

だ
・
海
苔
ひ
び
な
ど
の
漁
撈
に
関
す
る 

⑤
た
め
池
・
水
路
・

港
な
ど
水
の
利
用
に
関
す
る 

⑥
鉱
山
・
採
石
場
・
工
場
群
な

ど
採
掘
・
製
造
に
関
す
る 

⑦
道
・
広
場
な
ど
の
流
通
・
往
来

に
関
す
る 

⑧
垣
根
・
屋
敷
林
な
ど
の
居
住
に
関
す
る
、
そ
れ

ぞ
れ
の
景
観
地
を
挙
げ
て
い
ま
す
。 

 

伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
と
同
様
に
、
市
町
村
で
条
例
を

制
定
し
保
護
保
存
の
対
策
を
と
り
ま
す
が
、
文
化
的
景
観
は

「
景
観
法
」
に
基
づ
く
「
景
観
計
画
」
の
策
定
が
前
提
と
な
り

ま
す
。
ま
た
、
国
が
認
め
た
文
化
的
景
観
が
「
重
要
文
化
的
景

観
」
に
選
定
さ
れ
ま
す
。 

 

重
要
文
化
的
景
観
は
、
全
国
で
ま
だ
二
十
六
カ
所
し
か
選
定

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
第
一
号
で
あ
る
「
近
江
八
幡
市
八
幡
（
滋

賀
県
）
」
に
つ
い
て
の
リ
ポ
ー
ト
は
、「
上
条
報
告
第
二
十
二
号
」

に
記
し
て
あ
り
ま
す
。 

 

甲
州
市
で
は
、
勝
沼
地
域
の
ブ
ド
ウ
畑
と
ワ
イ
ン
醸
造
の
風

景
や
、
松
里
の
コ
ロ
ガ
キ
を
干
す
集
落
の
風
景
な
ど
に
つ
い

て
、
文
化
的
景
観
の
対
象
と
考
え
て
い
ま
す
。 

宇
治
市
で
の
研
修
内
容 

 

宇
治
市
の
重
要
文
化
的
景 

観
の
視
察
研
修
は
、
平
成
二 

十
四
年
一
月
十
九
日
（
木
） 

に
行
い
ま
し
た
。
参
加
者
は
、 

田
辺
市
長
、
保
坂
教
育
長
を 

は
じ
め
、
景
観
行
政
を
担
当 

す
る
政
策
秘
書
課
二
名
、
生 

涯
学
習
課
三
名
に
、
県
か
ら 

は
高
橋
学
術
文
化
財
課
長
も 

参
加
し
、
総
勢
八
名
で
し
た
。 

 

宇
治
市
の
文
化
的
景
観
の
特
徴
は
、
市
街
地
に
設
定
さ
れ
て

い
る
点
に
あ
り
ま
す
。
全
国
二
十
六
カ
所
の
重
要
文
化
的
景
観

選
定
地
区
で
、
都
市
部
に
あ
る
の
は
宇
治
市
だ
け
で
す
。
こ
れ

に
は
宇
治
の
歴
史
に
か
か
わ
る
大
き
な
理
由
が
あ
り
ま
す
。 

 

宇
治
市
の
生
い
立
ち 

 

宇
治
市
は
も
と
も
と
、
平
安
時
代
の
貴
族
の
別
荘
地
あ
る
い

は
景
勝
地
と
し
て
発
達
し
ま
し
た
。
京
の
都
か
ら
半
日
ほ
ど
の

距
離
に
あ
り
、
宇
治
川
が
作
り
出
す
風
光
明
媚
な
地
で
し
た
。 

 

一
〇
五
二
年
に
は
平
等
院
が
創
建
さ
れ
、
京
と
同
じ
碁
盤
の

目
の
よ
う
な
道
路
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
の
市
街
地
は
、

碁
盤
の
目
の
通
り
を
斜
め
に
切
る
宇
治
橋
通
り
と
い
う
道
路

の
た
め
、
三
角
形
の
町
に
な
っ
て
い
ま
す
。
宇
治
橋
通
り
の
歴

史
も
古
く
、
南
北
朝
時
代
の
新
道
で
す
。 

 

そ
の
間
、
京
の
貴
族
の
別
荘
地
と
し
て
の
色
合
い
は
段
々
薄

く
な
り
、
台
頭
し
て
き
た
の
が
茶
の
栽
培
と
製
造
で
す
。
「
宇

治
茶
」
と
し
て
の
ブ
ラ
ン
ド
は
、
実
に
鎌
倉
時
代
に
始
ま
り
、

室
町
時
代
に
は
本
格
化
し
て
き
ま
し
た
。 

 

大
手
飲
料
メ
ー
カ
ー
の
「
上
林
春
松
・
綾
鷹
」
「
福
寿
園
・

伊
右
衛
門
」「
辻
利
」
な
ど
は
、
宇
治
の
茶
店
に
由
来
し
ま
す
。 

 
宇治源氏物語ミュージアムでの研修の様子。 



 
宇
治
の
景
観
と
し
て
の
市
街
地 

 
宇
治
の
市
街
地
の 

特
徴
は
、
三
角
形
の 

町
と
商
店
街
で
す
。 

 

三
角
形
の
町
の
成 

り
立
ち
は
、
先
述
し 

た
よ
う
に
平
安
時
代 

の
ま
ち
づ
く
り
と
南 

北
朝
時
代
の
ま
ち
づ 

く
り
が
重
な
っ
た
結 

果
で
す
。
こ
の
道
路 

に
沿
っ
て
、
広
い
範 

囲
に
商
店
街
が
所
在 

し
ま
す
。
商
店
街
は
、
平
安
時
代
の
平
等
院
の
参
拝
者
の
た
め

の
店
が
立
ち
並
ん
だ
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
平
等
院
表
参

道
に
は
、
そ
の
様
子
が
顕
著
に
残
っ
て
い
ま
す
。 

 

一
方
、
宇
治
橋
通
り
と
い
う
新
し
い
通
り
に
は
、
「
茶
師
」

と
呼
ば
れ
た
製
茶
業
に
携
わ
っ
た
屋
敷
が
多
く
集
ま
り
、
表
参

道
と
は
異
な
る
雰
囲
気
を
持
っ
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
宇
治
に
は
世
界
遺
産
「
古
都
京
都
」
の
構
成
資
産
で

あ
り
、
国
宝
に
指
定
さ
れ
て
い
る
平
等
院
と
宇
治
上
神
社
が
あ

る
こ
と
も
、
歴
史
に
根
付
い
た
景
観
の
特
徴
で
す
。 

 
宇治の中心街。宇治川を挟んで平等院と宇治上神社があり 
ます。宇治橋からまっすぐ延びる道（青点線）が宇治橋通りで、 
平安時代の道（赤点線）を対角に切り、三角形を呈しています。

 

 
国宝・宇治上神社。 

 
国宝・平等院。宇治上神社とともに、世 
界遺産「古都京都」の構成資産として 
登録されています。 

 

宇
治
市
が
景
観
行
政
に
力
を 

入
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か 

け
は
、
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設 

に
よ
る
景
観
へ
の
危
機
感
か
ら 

で
し
た
。
平
成
六
年
に
平
等
院 

と
宇
治
上
神
社
が
世
界
遺
産
に 

登
録
さ
れ
た
直
後
、
平
成
八
年 

九
年
と
二
棟
の
高
層
マ
ン
シ
ョ 

ン
が
建
設
さ
れ
、
平
等
院
の
背 

後
に
そ
び
え
る
姿
は
、
世
界
遺
産
登
録
に
水
を
差
す
も
の
と
し

て
、
市
が
た
い
へ
ん
非
難
さ
れ
た
そ
う
で
す
。 

 

そ
の
後
す
ぐ
景
観
行
政
に
取
り
組
み
、
平
成
十
四
年
に
景
観

条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。 
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◆
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今
回
の
研
修
で
感
じ
た
こ
と
は
、
宇
治
市
の
よ
う
に
平
安
時

代
の
遺
産
を
抱
え
て
い
る
、
誰
も
が
よ
く
知
っ
て
い
る
古
都
で

あ
っ
て
も
、
次
々
と
新
し
い
施
策
を
打
ち
出
し
、
産
業
振
興
や

観
光
に
活
か
し
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
す
。 

 

甲
州
市
も
見
習
わ
な
け
れ
ば
、
と
思
い
ま
し
た
。 
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宇
治
橋
通
り
と
茶
師
・
茶
商 

 

宇
治
橋
通
り
は
地
元
の
商
店
街
で
す
。
明
治
二
十
九
年
の
奈

良
鉄
道
の
開
通
や
、
大
正
十
五
年
の
日
本
レ
イ
ヨ
ン
（
現
ユ
ニ

チ
カ
）
宇
治
工
場
建
設
が
契
機
と
な
り
、
大
変
な
賑
わ
い
を
見

せ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
古
い
町
屋
の
建
築
と
、
近
代
的

な
建
築
と
が
入
り
交
ざ
っ
た
商
店
街
と
な
り
ま
し
た
。 

        

街
中
の
視
察
研
修
中
、
昼
食 

の
た
め
「
中
村
藤
吉
本
店
」
と 

い
う
茶
店
に
寄
り
ま
し
た
。
こ 

こ
の
創
業
は
安
政
六
年
（
一
八 

五
九
）
で
、
現
存
す
る
茶
商
屋 

敷
は
明
治
期
の
も
の
で
す
。
製 

茶
工
場
を
カ
フ
ェ
と
し
て
改
造 

し
て
お
り
、
古
さ
と
新
し
さ
が 

同
居
す
る
、
宇
治
ら
し
い
雰
囲 

気
が
あ
り
ま
す
。 

  

 

 

 
上から、古い町屋建築、洋風の 
デパート、茶商の屋敷 

 
売店の様子。明治期の建物をそのまま 
使っています。左手に中庭があり、帆掛 
船のように仕立てた老松があります。 

 
製茶工場を改修したカフェ。抹茶を生か 
した軽食や甘味が楽しめます。カフェ以 
外は大きな改造をしていません。 

 
 

 
中村藤吉本店。宇治橋通りに面して、間口が
33 間あったといわれています。 

 

 

―お知らせ― 
 

甲州市の景観計画について 
案がまとまりましたので 

次の日程で説明会を 
開催いたします。 

ふるさとを見つめ直す 
一つのきっかけとして 

「景観」について 
考えてみませんか？ 

 
 

平成 24 年２月３日（金） 
塩山市民文化会館 

平成 24 年２月８日（水） 
大和ふるさと会館 

平成 24 年２月９日（木） 
勝沼市民会館 

※いずれも 19 時から 
  

古い町屋の背後にそびえる高層マンション。
景観に力を入れるきっかけとなりました。 


